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票
が
豊
か
な
生
活
に

投
援
は
夜
蟻
在
ム
辺
選
ぶ
探
究
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E団関
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自
分
の
考
え
を
国
政
に
反
映
さ
せ
よ
う

。
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品
事
務
的
同
千
繁
閑
州
灘
出
向
主
余
国
選
出
議
員
溜
臨
検
は
、
六
万
三
十
七
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(口
被
日
)
い
九
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
滋
挙
は
、
一
一
一
年
ご
と
に
淡
:
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:
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・
嗣
丹
波
紋
の
半
数
を
咽
出
向
す
る
も
の
で
す
。
長
制
的
関
に
わ
た
吋
て
、
・
守
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0
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似
た
ち
の
一
怠
士
山
を
〈
ん
だ
際
貯
の
す
べ
て
を
審
議
す
る
議
長
女
波

i
j
〈v
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-
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大
ψ

引
な
選
挙
で
す
。
そ
ろ
っ
て
柏
村
総
い
れ
い
し
ま
し
k
ラ。

明
る
〈
亙
し
い
波
紋
'
と
叫
吋
ば

れ
て
い
る
今
号
、
明
る
く
が
‘
し

い
倒
的
や
は
な
ぜ
め
要
な
の
か
、

n分
一
人
ぐ
ら
い
蹴
脱
出
出
し
〈
も

と
い
う
考
え
が
あ
れ
γ
ま
す
が
、

そ
の
自
分
一
人
ぐ
ら
い
と
い
う

存
え
が
自
分
遂
に
ど
う
即
防
相
背
ず

る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

明
る
く
ま
し
い
滋
犠
は
な
ぜ

出
婆
か

そ
れ
は
、
私
た
ち
の
然
活
が

政
治
と
あ
ま
ワ
に
も
後
援
な
関

係
に
ふ
め
る
か
ら
で
す
。

叫
地
特
郎
、
水
道
司
教
育
‘
仲
間
喝

事
楽
あ
る
い
は
物
蹴
閥
、
税
金
、

公
害
対
策
、
ど
の
吋
つ
も
紘
と
っ

て
も
認
や
緑
、
山
山
内
仙
紙
約
と
浅

い
総
び
つ
き
を
も
っ
て
い
ま

ず
d

い
い
か
え
れ
ば
致
体
制
の
良

L
慈
し
が
似
た
も
の
生
活
を
切

る
い
も
の
に
も
‘
約
い
も
の
に

も
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の

欽
治
な
江
行
な
う
人
達
は
思
議
が

遂
挙
ず
る
の
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
際
問
で
あ
る
怠

途
は
政
治
に
関
心
安
務
せ
.
数

約
的
問
教
獲
を
官
同
め
、
義
理
や
人

協
情
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分

の
信
念
の
も
と
に
ぷ
し
い
選
挙

念
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
袋
織
は

!
i念
険

f

い
つ
の
滋
ゃ
い
い
も
、
か
な
り

多
く
の
人
が
楽
拘
映
し
て
お
り
ま

す
が
、
策
憶
し
た
人
も
円
分
の

母
小
説
的
が
か
r
よ
れ
ツ
も
枚
か
に
な
る

と
主
を
望
ん
で
い
る
は
ず
で

す
。
楽
権
す
る
人
が
ぷ
引
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
一
部
の
入
。
考
え

や
議
殺
だ
け
に
よ
っ
て
、
政
治

が
左
右
さ
れ
る
と
と
に
な
号
、

民
烹
主
義
の
発
淡
を
は
ば
は
り
ば

か
静
か
、
打
仏
た
ち
の
余
儀
自
体

も
、
そ
の
昨
奴
す
る
方
向
か
ら

は
な
れ
て
い
く
こ
主
に
な
れ
ツ
ま

す
。

い
う
ま
で
も
な
く
選
挙
は
同
日

商
棋
を
漁
じ
、
自
分
の
向
島
見
守
考

、
え
を
政
治

に
渓
映
さ

殺
る
機
一

の
手
段
で

す
。

も
し
、
余
分
と
開
門
ヒ
ホ
勺
え
の

人
が
い
な
け
れ
ば
、
少
し
で
も

自
分
の
双
畑
山
に
い
点
い
人
に
、
あ

る
い
は
自
分
の
考
え
に
い
む
い
絞

殺
り
候
補
者
に
投
習
字
'
る
と
と

も
よ
い
ガ
淡
で
し
ょ
う
。

政
分
一
人
以
川
楽
総
し
て
る
と

い
う
考
え
方
法
、
向
附
A
Y
で
お
九
万

の
首
を
し
ゐ
る
よ
う
な
持
制
緩
に

な

9
か
ね
ま
せ
ん
し
、
そ
っ
か

く
ん
7
8ま
で
終
き
あ
げ
た
民
主

投
票
日
に
や
む
か
}
得
ま
い
用
務
等

あ
る
方
は
不
京
者
投
頴
を
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世
帯
務
執
却
に
瑚
州
怒
し
て
あ
る
文
也
荷

量
置
に
由
自
畿
で
削
船
酔
戦
し
総
務

L
て

く
だ
さ
い
。

陣
取
近
我
吋
知
子
中
部
に
住
所
な
お

し
た
方
〈
開
明
殺
財
閥
十
六
年
-
一
一
万

三
日
以
降
絞
災
後
締
結
の
開
問
山
山
を

さ
れ
た
方
)
、
ま
た
、
総
常
的

μ
引
の
方
で
会
孫
子
市
に
琳
納
骨
慨
し

て
い
る
カ
は
本
市
の
選
挙
人
名

簿
に
緩
臨
時
事
れ
て
い
な
く
主
も

選
挙
人
名
簿
に
品
脱
線
さ
れ
て
い

る
柏
崎
の
選
挙
管
回
問
委
援
会
A

械
に

本
人
が
後
出
執
務
求
す
れ
ば
・
不

安
翁
校
側
桝
が
マ
き
ま
す
。

な
お
、
韓
押
し
く
は
淡
数
管
調
誕

祭
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

事
い
。
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中土佐殺も、

L
と
の
も
く
あ
み
に

間
以
ハ
ソ
て
し
ま
う
危
険
さ
え
あ
り

ま
す
。

で
き
る
方
は

今
度
め
参
議
院
副
縦
約
似
品
挙
に

投
醤
慌
で
き
る
方
は
、
円
同
本
開
門
川
内

で
次
の
漆
件
を
備
え
、
永
久
選

挙
人
名
織
に
縫
脱
獄
さ
れ
て
る
方

で
す
。

争

mm
和
二
十
六
年
六
バ
ス
十

八
悶
ま
で
に
生
ま
れ
た
神
間
二

十
燦
以
上
の
カ

A
V

緩
和
額
十
六
年
次
災
一
一
日

ま
で
に
転
入
開
抽
出
を

l
h九
万

で
、
制
引
曾
続
き
ゴ
一
カ
再
以
上

住
民
サ
部
本
会
開
況
に
出
喰
録
さ
れ

て
い
る
方

jま

る
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な
お
、
叶
リ
削
れ
よ
L
ム
一
交
付
に
つ
い

て
は
、
午
，
削
小
三
付
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
午
後
三
時
か

ら
、
午
後
交
付
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
引
祝
日
午
前

i
鈴

か

ら
、
イ
一

muM交
付
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、

H
H
w
m
n
のん
γ
仏関

1

時
か
ら
交
付
し
ま
ず
い

石
橋
生
糸
惑
に
行
設
連
絡
所
開
設

校
孫
子
級
会
内
連
絡
所
で
合
る
ま
で
初
定
約
に

設
孫
子
絞
議
行
政
述
的
柏
市
内
は

本
山
げ
に
制
引
哲
刷
出
げ
て
お
ち
ま
し

た
の
で
、
仲
間
ぬ
の
級
品
慨
に
は
大

変
ど
不
従
安
お
か
け
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
表
孫
子
駅
品
川
山
門
的
り

官
理
的
怖
い
附
が
問
所
で
き
る
ま
で
の

際
、
断
闘
附
践
的
に
お
出
間
生
糸
株
式

会
社
裏
、
関
門
お
…
防
恥
怖
の
増
一
殺
に

事
務
所
を
語
以
愛
し
ま
し
た
の

で
、
六
持
二
十
一
日
か
ら
祭
務

を
絞
殺
い
た
し
ま
す
。

こ
持
議
務
所
で
絞
れ
，
後
い
ま

?
の
は
、
戸
籍
、
仲
也
氏
燃
の
附
閥

抗
げ
本
の
夜
付
の
み
で
す
の
で
、

お
側
附
淡
い
の
な
い
上
ラ
お
約
い

い
た
し
ま
す
。

了

寸

…

網
河
川
一

蜘

炉

附

盟
盟
書
民
階
制
醐
句
会

終
ら
踏
切
噛
《
壬

演
凶
鰯
腎
‘
帽
掴
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心“
柵

辞
霊
奪

一

淡

;β:;
詩
芸
発
行
宮

iii
の

2ii
広室き報警でも

一
お
h知
知
ら
#
せ
】
し
ま
し
た
が
、
み
火
八
に

…
よ
る
」
事
事
紋
坤
は
弘
後
を
絡
つ
乙
と
な

一
く
仙
総
制
山
出
凶
し
て
hお将号その嚇対川脇絞凧日に払

総
一
頭
銭
な
時
痛
瑚
め
て
お
与
一
ま
市
本
まB
仇供す。

1
1

総
い
ポ
ム
は
、
千
築
制
問
犬
取
締

u
w
条
約
に
あ
る
ま
で
に
な
く
次
の

はい

b

泌
を
十
分
注
窓
し
て
く
だ
さ

d

ド、。

ふ制

I

L

財
閥

V

犬
A
Y
-
抑
制
う
以
上
災
必
殺
も

一
一
昭
一
ち
他
人
的
問
身
体
ま
た
は
貼
用
出
品

一
な
ど
に
危
獲
を
与
え
な
い
よ

…
う
な
飼
い
方
を
す
る
己
主

一
@
ま
ず
絶
対
欲
し
綴
い
殺
し

一
な
い
こ
と

一
@
日
航
郊
の
可
愛
い
き
に
ほ
だ

一
さ
れ
て
、
内
町
中
〈
を
削
闘
い
頭
割
問
に

一
な
A
V
た
ら
放
し
て
し
ま
う
よ
う

こ
な
と
と
は
し
な
い

t
@
不
郊
に
な
っ
た
ら
潟
市
問
符

ー
に
あ
る
ド
ッ
ヂ
常

y
b
p
i
、
あ

ι

事
る
い
は
総
て
第
一
一
一
水
綴
a
k
T

1

4

後
…
肱
吋
鼎
ヤ
ど
ろ
相
場
所
意
後
寸
前
で

襲

の

w
h
窃
収
容
を
務
蒸
し
て
〈
だ

i

j

きいの》

広

犬
は
つ
な
い
で
飽
お
う

野不
3込用
犬犬

農
業
後
開
開
会
長
に

野
口
欽
氏
が
一
二
選

第
一
一
磁
長
時
誠
一
務
員
会
総
会
は

五
月
三
十
一
日
に
行
な
わ
れ
、

次
の
と
い
仰
り
役
掛
闘
が
淡
言
り
ま

し
た
。命

取
締
常
語
員
会
長
野
ロ
欽

農
業
季
員
会
長
代
潔絞仲昨ぬ苧鵠晶

、J

根
本
勝
雄

粧
ま
れ
九
、
品
明
日
鵠
?
?
山
市
都
市
計
爾

務
-
務
総
会
議
員
に
淳
、
経
系
獲
災

訓
例
会
か
ら
次
の
閲
兵
が
絡
は
れ
ま

倒
閣
し
た
。

出

V

腕

何

日

欽

V
桜
井
素
描
拙

。
背
後
本
勝
的
措
織

V
梅
来
原
十
人
助
制

な
お
喝
各
農
業
委
員
の
治
経

純一地帯は、
4

干
の
衰
の
と
お
与
で

す。

は
市
役
所
・
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
へ

ハ
品
収
し
的
関
い
の
み
八
、
野
良
犬
山
忽

淵
離
れ
て
と
ら
れ
た
人
に
は
後
払

い
に
な
り
ま
す
が
一
点
目
お
関
川
市
凡
払

い
ま
す
。
と
の
務
会
一
燃
に
つ

い
て
五
夜
間
け
で
す
が
、
自
割
分
が

相
倒
樹
持
し
て
い
た
犬
を
迷
れ
て
き

た
撤
去
h
に
も
支
払
い
ま
す
。
〉

V
饗
欽
二
組
の
予
時
間
終
綴

は
必
ら
"
す
受
け
る

。
人
を
か
ん
だ
れ
ワ
燃
を
つ
け

た
与
し
た
時
は
、
制
闘
い
主
が
保

然
d
m
へ
刊
刷
け
山
阿
る
義
務
を
忠
れ

ず
時
附
品
叫
す
る
こ
k

wv

野
良
犬
や
放
し
て
あ
る
火

な
ど
に
は
絶
対
に
エ
サ
会
与

え
・
な
い
で
く
だ
さ
い

V
相
関
い
火
が
紋
し
て
い
る
む

を
近
絞
め
人
が
見
つ
け
た
ら

中
町
役
所
血
即
時
間
調
師
、
あ
る
い
は

約
保
健
務
ま
で
滋
樹
相
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
煩
い
い
た
し

ま
す
。

縛
地
結
納
品
抑
制
問
総
務
総
六
七
局
一

一
印
私
絞
殺

空
地
に
拭
え
る
雑
草
は

早
日
に
刈
り
車
ち
を

知
時
雨
模
様
の
緩
然
、
と
除
問
と

に
よ
り
総
務
の
奴
淡
が
一
段
と

そ
の
勢
い
を
増
し
て
き
て
お

9

ま
す
。仲

部
市
部
品
単
に
近
い
あ
き
執
砲
に
絵

筆
が
繁
茂
す
る
と
帥
札
、
ハ
品
そ

そ
他
の
窓
口
市
間
な
ど
の
松
山
氏
ま
た

は
属
加
然
脳
陣
主
な
れ
ツ
、
衛
生
的
見

柿
樹
、
あ
る
い
は
特
別
犯
爵
か
ら
み

て
も
俊
治
閥
単
淡
に
お
よ
ほ
す
慾

影
努
は
非
常
に
大
き
い
ど
除
い

ま
す
。議

で
は
、
附
明
る
い
後
み
良
い

環
鴇
時
令
地
肺
線
し
州
問
滋
な
生
活
を

絞
る
こ
と
が
守
き
る
よ
う
、
こ
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の
後
家
に
よ
る
公
絞
殺
排
除
す

る
た
め
給
総
除
ム
況
に
つ
い
て
関

係
者
の
務
カ
会
求
め
て
笑
鵠
施
し

て
総
与
ま
す
が
、
市
内
全
械
に

わ
た
り
‘
と
れ
が
完
全
然
絞
は

土
地
の
所
有
者
、
幽
官
加
現
行
の
制
抑

留
や
そ
の
悠
捌
鳴
に
つ
い
て
の
蕊

士
山
市
碑
泳
、
官
地
内
械
な
μゑ
然
な
い

も
の
が
あ
り
な
か
な
か
問
問
臨
時
な

次
災
で
す
。

こ
れ
か
ら
雑
草
が
持
災
帥
例
制
時

す
る
に
つ
れ
開
花
測
に
入
る
と

プ
タ
ク
サ
抗
判
官
鮮
な
ど
の
発
生
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
自
分
の

叫
川
殺
す
る
永
抽
出
に
繁
茂
し
て
い

る
緩
首
都
は
な
る
べ
く
す
み
や
か

に
州
内
号
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
総
い
ま
す
。

ま
た
、
常
に
委
託
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
今
月
下
旬
か

ら
来
月
に
か
け
て
だ
り
紋
り
を

行
な
う
予
俗
で
す
。

〈
叫
特
派
子
市
議
世
間
本
務
〉

我孫子駅苦言行政迷絡所開設

戸籍‘1 台
f主災議 Jの終妙本の交付のみ

務官荷役糸{徐)主主力主設!紛と!w(舎内主主総

所がマ1;るまで繋ヌ宣言ちに

少
年
野

v 七
球月
大
A 

十五

十
二
名

い
恨
醐
闘
の
叩
少
年
野
球
大
会
を
次

の
主
お
h

ツ
湾
総
い
た
し
ま
す
の

で
ご
参
加
く
だ
き
る
J
う
司
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
む

髄
踊
品
世
総
資
仲
間

本
滑
に
在
住
す
る
小
学
集
ま

た
は
川
、
中
学
生
で
一
務
淡
ず
る
十

一
一
名
以
上
の
チ
ー
ム

各
チ
i
ム
w
h
資
任
者
な
お
く

こ
と
υ

槻
肉
付
出
漢
は
、
交
通
安
全

絡
の
た
め
お
校
生
以
上
の
年
A
V

の
方
に
お
闘
聞
い
し
て
く
だ
さ

、。し
箆
参
加
申
し
込
み

間
加
に
印
削
叫
し
た
闘
用
紙
に
一
段
要

療
援
を
記
入
の
う
え
六
円
凡
一
一
一
十

日
ま
で
に
掴
提
出
し
て
く
必
窪

、。L 申
し
込
み
階
地
齢
制
は
‘
市
役
一
段

窓
口
ま
た
は
各
支
一
次
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

療
品
申
し
込
み
先

我
孫
子
市
役
所
内
後
燦
絞

る
て

副
大
会
の
糊
矧
附
則

bunご
十
六
百
は
か
ら
の
子
出
品

悶
野
球
場

務
孫
子
市
県
内
銭
湯
〈
事
終
然

公
開
問
時
昨
d

臨
輔
絡
み
合
わ
殺

日
か
ら

チ
ー
ム
で
申
し
込
み

レ
い
肉
月
上
勾
に
参
加
出
巾
し
塗
唱

で
行
な
い
ま
す
〈
閑
却
に
滋
知
〉

夜
祭
合

小
学
生
ふ
の
郎
、
小
学
後
の
郊

に
わ
け
て
、
七
回
戦
ト
l
ナ
メ

γ
ト
で
行
な
い
ま
す
。
使
照
時
ゅ

は
、
中
学
生
A
号
、
小
然
生
む

号
で
デ
ヅ
ド
ボ
i
ι
y
h
r
w
閣附mす

ゆ
令
。

鵬糊蝦蹴脚桝
ユ
お
ホ

1
ム
ま
た
は
体
育
の

夜
祭
と
し
て
旦
パ
イ
タ
め
佼
潟

は
で
き
ま
ぜ
ん
、
附
卵
子
之
浦
組
織

靴
は
必
ら
ず
鎖
倒
附
し
て
く
だ
さ

、。し
醐糊賞岳

山
良
に
参
加
笈
リ
険
料
附
チ
ー

ム
に
は
担
問
務
総
ま
た
は
カ
ッ
プ

昨
昨
年
昨
日
、
中
U
M

凡
ぷ

1
ツ
新
制
阿

佐
山
か
ら
カ
ッ
ヅ
の
容
制
閉
が
あ
9

ま
し
た
。

田
高
級
会

わ
か
ら
な
い
と
k
が
あ
り
ま

し
た
ら
次
に
笈
件
付
し
て
く
だ
さ

い
。
総
孫
子
治
役
所
内
我
孫

子
泌
総
数
公
廷
後
務
総
あ
て

後
添
人
二
一
二
丸
一
漆

備
制
戸
地
域
の
火
災
は

池
端
時
間
繍
中
品
草
分
滋

噺
附
帥
府
腕
制
緩
々
線
化
完
成
主
、
と

も
に
、
こ
れ
に
然
う
立
体
事
情
綴

遂
未
完
成
の
た
め
に
第
州
問
終
街

叫
謀
総
銭
円
阿
波
紋
終
H
W
V
叩
開

制
別
品
付
僚
が
後
く
な
号
、
こ
の
杭
柑

切
か
ら
求
総
の
火
災
「
割
賦
持
品
地

時
帆
〉
に
つ
い
て
潟
防
棋
の
山
州
齢
期

時
間
へ
の
影
緩
和

h
e

後
併
相
さ
れ
て
よ
m
日
程
は
下
品
交
の
之
お
り
で

L
r
o
 

い
る
な
き
も
あ
る
主
添
わ
れ
ま

p
一

す
が
、
消
時
間
盟
骨
と
し
て
は
火
災
行
政
相
個
談

陥
崎
市
川
へ
こ
台
の
消
防
富
市
役
分
議
人
様
擁
護
幅
制
緩

さ
せ
ま
す
。

今
月
の
山
校
時
肌
制
制
絞
お
よ
び
人

ま
た
、
消
防
防
附
回
二
十
二
分

権
被
災
捌
制
緩
時
弘
次
の
と
お
号
行

開
叫
〔
氏
支
酬
明
後
品
開
式
会
社
内
母
な
い
ま
す
。

糊
中
核
機
的
賎
時
ぢ
へ
の
山
助
国
官
議

A
V
刻
時
六
月
二
十
混
在
午
州
制

な
ど
に
よ
れ
ソ
苧
紛
開
制
限
に
万
余
十
時
か
ら
午
後
一
一
一
体
吋
ま
明
、

を
開
削
し
て
お
れ
ツ
ま
す
の
で
、
も

O
相
場
一
間
布
枚
没
船
削

し
火
災
の
叫
明
会
に
は
尽
く
消
防
な
お
、
浅
間
は
行
設
核
疑
問
員

懇
ヘ
滋
綴
し
て
い
た
だ
く
よ
う
の
淡
刑
制
労
災
士
、
人
権
悼
常
務
相
和

お
緩
い
い
な
し
士
す
。
柑
州
民
的
款
問
州
、
川
村
の
府
内
げ
ん
が

出
席
の
予
定
で
す
。

歩
く
市
民
教
窓

泌
総
役
会
を
よ
り
よ
く
漆
桝
併

す
る
た
め
に
み
な
さ
ん
の
終
で

歩
い
て
み
ま
殺
ん
か
ノ

年
附
間
六
制
門
前
線
波
、
山
部
絞
そ
ろ

っ
て
数
加
で
き
る
よ
う
口
限
口

に
協
組
問
い
た
し
ま
す
。

主
な
・
内
申
滑
に

の
側
関
ふ
ん
の
W

服申九

ぬ特科
W

綿
子
の
文
化
叫
制

緩
文
学
散
歩
引
守

緑
川
こ
の
広
報
で
お
知
ら
品
ー

し
ま
す
の
で
気
安
つ
け
て
ど
ら

ん
く
ど
古
い
。

轍
時
一
関
「
止
伊
く
市
民
教
室
」

・
口
同
時
対
七
月
開
日
{
口
H
V
約

天
の
揖
明
会
は
、
レ

unナ
一
円
口

ハ羽〉

の
文
化
財
初
め
ぐ
り

-
終
合
州
場
所
中
央
公
問
削
糊

・
お
は
な
し
と
ス
ラ
イ
ド

設
世
間
子
の
蝋
臨
蜘
九
と
文
学

市
則
的
民
税
党
総
・
小
時
間
臨
前
七
九

-
見
学
コ
ー
ス
「
殺
孫
子
総

践的噌」

公
災
前
踏
g
e
中
制
倒
的
制
〈
派
閥
岡
山
宅

〉
i
ぷ
災
後
続
門
知
仲
間
宅
u

j
バ
ー
ナ
ー
ド
・
手
I
チ
の

綴仲間
l
怒
人
口
昂
公
開
幽
j
大
光

寺
i
出
脳
内
功
之
助
の
蹄
紳
t
特
例

孫
子
駅

協
同
遜
説
、
各
自
問
弛
食
品
持
参
m
m
上

抑
制
緩
で
ど
参
加
洲
く
だ
さ
い
.
な

お
、
附
問
い
合
せ
は
教
一
一
背
後
餓
料
公

社
会
教
育
係
〈
八
一
日
間
刈
…
}
…
九

一
審
内
線
内
二
六
議
〉
ヘ

罪寺

布絞小学校

長選 終

予寄 銭

高野山

下ケ戸
望書 5喜子ゴ，務 部

偶発戸車is1.親l君事務s1

i絞 戸
久 ミ警 察

辻二 谷 主幹

事ド 許..t

冷静下?

ヰ悪
日 空事・上新太
古 戸
r 務木

it重要地・;fti絞合
告発尚喜Ij・境q生下
2主婦l'中 ar.ーと翼す

ご二てr袋・2三T祭・大手話闘す

るJli3只午前HI¥!f-午後4時

A 午;

時、午後4鈴 j

日実勢
労
働
基
祭
箆
組
関
向
踊
募
集

開
閉
和
相
関
十
六
年
絞
め
労
動
基

線
然
続
皆
同
を
捗
集
い
た
し
ま
ず

の
で
、
受
験
希
州
担
者
は
や
し
ぬ

み
手
持
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
ぐ

。
受
持
制
期
側
関
側
附
山
相
凶
十
六
年

-
m
m
H
一
一
寸
八
u
H
t
七
月
十
一
ニ

ゃ

れ

験

資

総

主

主

詰

一

月
二
日
J
W
剤
ニ
イ
活
者
M
r
4

万
一
路
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

と
的
受
験
中
L
込
7

巧
仁
つ
い

て
の
お
問
問
い
合
わ
せ
は
安
否
権
持

市
総
鼓
=
¥
i
十
一

i
然
、
鰭
録

。
四
七
三
i
双
…
t
ザ
品
川
一
…
}

餐
}千

掛
蛾
品
刀
同
開
廿
前
帯
平
日
開
庶
務
課

溶
融
資
者
世
間
務
務
総
の

変

糠

民
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約
後
繁
栄
目
的
別
相
相
談
室
を
六
万

の
鯵
問
問
中
ホ
間
航
行
か
ら
教
孫
子
奴

波
郡
市
改
送
事
森
高
問
中
、
防
総
い

た
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ど
利
郎

く
だ
さ
い
え

V
口同時

M
R月
第
二
a

第
四

中
小
綴
詩
、
午
前
十
時
か
ら
午

後
関
口
終
ま
で

V
掴
暗
記
間
殺
柑
判
子
側
臥
樹
削
務
官
制

改
造
事
務
部
制
〈
附
開
問
附
八
二
!
玄

人

O
八〉

射
訓
氏

棉
削
品
川
¢
で
消
費
者
そ
で
タ
?
篠
崎
嫡

の
・
中
町
一
募
総
人
政
二
十
名
と
な

っ
て
お
ち
宮
ナ
H
m
十
一
一
名
に
訂

正
し
て
絞
殺
び
い
た
し
ま
す
。




